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1 　はじめに




道路交通法の改正に向けた動向について整理した後，レベル 0 から 5 までを概観した上で，今後問
題となるレベル 3 及び 4 における運転者の義務及び責任について詳述する。
2 　自動運転レベルの定義
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て，レベル 4 及びレベル 5 についても検討する。
5 － 2 　レベル 0からレベル 5までの概観
　まず，SAE レベルの運転者とシステムの役割を前提とし，その役割をそのまま単純に法的な義務











































での間は，複雑になるので，後に 6 － 2 で詳述する。
　③運転者による制御がなされている間は，運転者は，環境監視義務及び操作履行義務を課される。
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での過失の認定としては，さらに時点を遡り，システムの介入要求時点前のシステムによる制御時
に運転者に課される義務の内容を検討することとなるが，この点は後に 6 － 2 － 8 で詳述する。





ムが不十分であった場合は，（ア）と同様の問題が生じるので， 6 － 2 － 8 で詳述する。





















































も結果回避が不可能であった場合は，（ア）と同様の問題が生じるので， 6 － 2 － 8 で詳述する。







も結果回避が不可能であった場合は，（ア）と同様の問題が生じるので， 6 － 2 － 8 で詳述する。
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　第 3 の方向性は，これらの中間的な方向性である。ドイツ改正道路交通法及び SAE「J3016」は
この考え方をとっている。




























　この点，ドイツ改正道路交通法は，作動継続が困難になった時点の義務規定の第 1 b 条（ 2 ）に



























7 － 3 　限定領域外走行あり型












7 － 3 － 2 　警察庁及びWP 1 における検討状況と考察
　前記のとおり，SAE レベルの役割をそのまま単純に法的義務に引き直したならば，レベル 4 は，
システムによる制御時に状況配慮義務を課す必然性はない。
　しかしながら，警察庁は，2018年 3 月付け「技術開発の方向性に即した自動運転の段階的実現に
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